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自己紹介

1990年代よりICTを活用した”科学の社会問題“解決を志向&試行し，
多様なステークホルダーに自ら飛び込んでオープンサイエンスパ
ラダイムへの変容（DX）を促す触媒型研究者

政策 アカデミア

現場

専門委員他として
ガイドライン・ポリ
シー作成等に関わる
● UNESCO
● G7科技大臣会合
● OECD
● 内閣府・文科省
● JST, NII, 

AIST,AMED 

分野を超えた対話の繰り返しと啓発
● 日本学術会議連携会員（オープン

サイエンス他）
● 千葉大学非常勤講師

（学術情報論）
● 京都大学アカデミックデータ・イ

ノベーションユニットメンバー
● 複数の学会・学術雑誌の編集委員，

アドバイザー等

セクターを超え，実践に基づく対話の繰り返しと啓発
● 有機合成化学専攻（東大：DC1を取ったが途中で方針変更）
● 黎明期の電子ジャーナル開発と学会運営（日本化学会，J-STAGE）
● 大学図書館との未来洞察（SPARC Japan）
● 学術情報流流通の啓発（OA, altmetrics, プレプリント，ORCID, PID→

定量的研究評価の理想と現実）
● 研究データ利活用の実践と啓発（RDA, 研究データ利活用協議会）

知見を転用して
PTAの電子化も
無理なくサクッと

シチズンサイエンスの啓発に
も取り組んでいます（NHK）
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トレンドと貢献

• （有機合成化学）

（論文誌校正）

• 査読システムの電
子化

• 電子出版
• XML Publishing  
• DOI and CrossRef
（論文の識別子）

• 電子ジャーナルビ
ジネスモデル構築

• Open Access 
2005

• 政策関係者への啓
発

• ORCID （研究者
の識別子）

• altmetrics 
• RDA Tokyo 2016
• G7 OSWG
• OECD 
• Citizen Science
• Blockchain
• バーチャル学会
• DeSci

Citizen Science (NHK)

SGM, XML scholarly publishing

Scholarly communication on 
Metaverse

International 
Contribution

For Open Science 
Policy 

Japan Open Science 
Summit

DX for Learned Society

Advocacy for Science 
Council of Japan

1990

1995

2000

2005

2010

2015

2020 Blockchain
taskforce for 

Chemistry

学術情報流通の変遷とオープンサイエンスへの流れ

Decentralized Science
blockchain

DX for PTA

年間1000投稿のレター誌と500投稿の本論文
誌の査読システムと電子ジャーナルを開発・運用

科学の再オープン化（シチズンサイエンス）
DeSciやバーチャル学会の立ち上げをサポート

オープン化の潮流、論文からデータへの拡張

Mosaic

Google

W3C

Facebook

Youtube
Twitter

Amazon

LINE

AlphaGo

論文誌を電子化したら面白い！

論文、論文誌のDXをしたい！

研究成果の共有・公開の

DXをしたい！

研究活動、コミュニティのDXをしたい！

科学と社会はどう変わるか知りたい！
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From Bottom-up to Top-down

GAP analysis
Translation

Consultation

実際に電子ジャーナル開発と運営ならびにOA化を経験した研究者が、オープン
サイエンス、研究データ共有の政策づくりに携わり、変容を駆動する

https://onlinelibrary.wiley.com/journal/24750328

http://progearthplanetsci.org/

https://iupac.org/

https://www.cell.com/patterns/

Chemical Society of Japan (1995-2012)
Journal Manager
EJ development (with my IT Skill)
OA implementation

ALPSP Board Member (2011) 

Expert Member, Advisory Committee

National Institute of Science and Technology Policy

(2012-)
Open Science policy development

Advisory Board Member

Consultation

• SPARC Japan、J-STAGE

• XSPA(学術XML推進協議会）
• 科研費成果公開促進費改定

• Japan Open Science Summit

• RDUF(研究データ利活用推進協議会）
• AMED情報分析課

未来洞察



◼ J-STAGE（2000年頃より）

◼ J-Global（2010年代）

◼AMED科学技術調査員（2019年、初代立ち上げ）

◼ INFOSTA（2002年より、2019年からINFOPRO実行委員
長、2022年より副会長）

◼ JAMJE（日本医学雑誌編集者会議）

◼ORCID ORAC(Researcher Advisory Committee）

文献検索、識別子周辺だと
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歴史から紐解く科学や社会のオープン化

• グーテンベルグによるオープン革命

情報爆発
による知の開放

手紙、写本
手書きベース

9

印刷本、ジャーナル
大量印刷ベース

より
Openな
基盤

「印刷という革命」 白水社
ヨーロッパで、15世紀半ばに印刷本が生まれた後、200年ほどかけて社
会はどう変わっていったのか。
ルネサンス期から科学革命に至る初期近代について，活版印刷のビジネ
スと技術，科学・宗教・文化・教育等への影響について総合的に論じるメ
ディア文化史である。

原題『THE BOOK IN THE 

RENAISSANCE』

https://doi.org/10.1241/johokanri.58.643

・著作権、知財等現在の
法、社会制度の基盤
・学術ジャーナルの発明
と科学の発展も口伝



新たなオープン化（知の開放）に基づく社会制度
と、方針と運用の再デザイン（新しい秩序）

• 科学・知財を取り巻く（人の行動原理を中心とした）本質は同じ
だが、情報基盤の変革に応じた再デザインと新しい秩序形成

Future Design

大量印刷と物流が
支えてきた科学と社会

Past Design

Web・インターネットが支える
科学と社会

これからの
社会制度に応じた
対応方針、運用

?

http://commons.wikimedia.org/wiki/F
ile:Activation_energy_ja.svg

新オープン・クローズ戦略

Open

Close

Secret

Open

Close

Secret

Chubin(1985) 
過去から引き続く
社会制度に応じた
対応方針、運用

EC, OECD
の狙い

ICTは進展したが、著作権や知財を含む法律、
社会制度の骨格は旧来のまま

Human Readable Machine Readable

情報爆発
による知の開放

触媒としての政策
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ネットワーク化と双方向性

Source by Mark Miller, Brandeis University; Virgo Consortium for Cosmological 

Supercomputer Simulations; www.visualcomplexity.com.

SciVal, SciVerse

WOS, InCites
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17世紀に起きた変革と現在

◼ 学術ジャーナルの誕生（1665）
◆ Philosophical Transactions

◆ Journal des Savants

◼ 学会の誕生（1660）
◆ 王立学会

◼ 数学と物理の融合
◆ ガリレオ（1623)

微積分の発明

◆ ニュートン (1643-1727)
ライプニッツ(1646-1716)

◼ 中世－近代の大学の死
◆ 『大学とは何か』 吉見俊哉

◆ 18－19世紀に再生

◼ ジャーナルと査読の歪みの顕在化
◆ 研究データの可能性

◆ プレプリントによる迅速公開

◼ 学術ソーシャルメディアの台頭
◆ 旧来の学会の硬直化

◼ 新たな融合の可能性
◆ AI×〇〇 (AI Ready)

◆ 文理融合

◆ セクター融合

◼ 大学の再硬直化
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成果公開メディア、研究者コミュニティ、
研究機関の非連続な変容を示唆

ロンドンで腺ペ
スト
1665-66

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kihon6/6kai/6kai.
html
（一部アップデート）

総合科学技術・イノベーション会議 

第6回 基本計画専門調査会（2020）発
表より

COVID-19

2019‐2023

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kihon6/6kai/6kai.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kihon6/6kai/6kai.html


データからの気づきによる分野横断研究の進展
• システム創成学（チャンス発見学、データ市場創成）
の研究者によるCOVID-19分析

大澤幸生先生提供

データの再利用が進むことで興味関心を持った研究者が分野を超えて自由に研究
を進めて様々な価値を発見する。←オープンサイエンスの予察が現実に

普段の研究の投稿先とは違う
arXiv（プレプリントサーバー）
に論文を投稿して即時公開し、
SNSも活用して幅広い意見や
パートナーを募る

（自発的な）COVID-19に関す
るモデル駆動（シミュレー
ションベース）の解析：自分
の専門的学理を転用

医学、経営系情報学者等と国際コラボ*

市民の啓蒙、生活への導入**

科学
インパクト

社会
インパクトSNSの活用

＋

*
1) UTokyo joins COVID-19 data exchangeA new platform for data collaboration aims to help those tackling COVID-19 https://www.u-tokyo.ac.jp/focus/en/press/z0508_00118.html
2) An Urgent International Interdisciplinary Project "Conquer Pandemics on Constrained Social Network Models“ http://www.panda.sys.t.u-tokyo.ac.jp/covid19challengers.html
**
1)ハマトーク緊急特番： https://otagaihama.localgood.yokohama/topics/1756/
2) 横浜市共創ラボ「Stay Home からStay with your communityへ」 https://www.facebook.com/LOCALGOODYOKOHAMA/videos/212777736728528

COVID-19が加速した例
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この事例では、出版者、図書館、学会が、ほぼ関与していない

オープンデータの活用

プレプリントの活用



◼ 科学研究の姿を変え、研究成果共有メディアの在り方を変える可能性も

AIロボット駆動科学にみる成果公開メディアの変容
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高橋恒一氏

研究者は論文を書く代わりにロボットへのコードを書くことが主活動に。以降はロボットとAIが、研
究の執行、分析、論文執筆を行う。研究データとコードを蓄積する新たなプラットフォームへ。



貢
献
者

査
読
者

編
集
者

著
者

デ
ー
タ
作
成
者

デ
ー
タ
管
理
者

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
作
成
者

デ
ー
タ
可
視
化

草
案
作
成

より上流、多様な貢献者の捕捉

出版/公開
プラットフォーム

データ作成/共有
プラットフォーム

DB
Peer 

Review
System

EJ/

データ
ジャーナル

リポジト
リ

貢
献
者

確立

実装

検討

情報管理2016を一部改変
http://doi.org/10.1241/johokanri.58.737
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“紙と郵送”を前提とした
“出版”という行為から

の脱却
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達
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手
法
開
発
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査

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

テ
ス
ト

デ
ー
タ
可
視
化

草
案
作
成

より上流プロセスへ、多様な貢献者の捕捉

よ
り
包
括
的
、
ト
レ
ー
サ
ブ
ル
に
把
握

識別子による管理
（DOI, ORCID等）

研究プラットフォーム
（研究活動マネジメント、トラフィック管理、ログ、メトリクス）

着想、研究費調達、人材獲得、
執行、管理プラットフォーム

出版/公開
プラットフォーム

データ作成/共有
プラットフォーム

DB
Peer 

Review
System

EJ/

データ
ジャーナル

リポジト
リ

ツール/
サービス

SNSの拡張

学術システム

貢
献
者

確立

実装

検討

研究が加速、効率化し、研究
者に限らない貢献者が見える

仕組みとサービス

新しい出版、情
報共有の仕組み

新しいインパクト
アセスメントと評
価への応用

新しい資金獲得
の仕組み

情報管理2016をアップデート
http://doi.org/10.1241/johokanri.58.737
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Blockchainの活用

著者（Author）から貢献者（Contributor）へ

“紙と郵送”を前提とした
“出版”という行為から

の脱却



査読付き論文を中心とした研究の生態系(とAIハッキング）
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• 査読付き論文の蓄積は、知を積み上げ科学を発展させてきた(on the shoulders of giants)
• 査読付き論文は研究者コミュニティにおける“通貨”の役割を果たしている
• 良い論文（通貨）をどれだけ持っているかが、評判、昇進、研究費獲得と密接につながっている

研究者

先行研究

先行研究

先行研究

先行研究

先行研究

先行研究

先行研究

先行研究

新しい知見草稿
(プレプリント)

投稿論文

研究者
（査読者）

研究者

第3者による査読（ピ
アレビュー）

主に出版者の活動主に研究者の活動

近しい研究者による
事前ピアレビュー

引用着想

編集・出版

図書館

研究

購読

論文

論文

論文

ある知の体系

論文

論文

論文

ある知の体系業績報告書等

私の貢献！

査読済み
論文

できるだけハイインパクトのジャーナルに載せたい ハイインパクトのジャーナルを作りたい

• ほぼあらゆるプロセスにAI
は適用されつつある

• 編集・出版の周縁にも活
用されている
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◼グローバルな政策動向（G7・OECD・UNESCO・EU）

◼ FAIR原則・PID・データ共有義務化の拡大

◼公開情報の爆発的増加（論文・データセット・コード）

◼研究の可視化とトレーサビリティ

◼オープンサイエンスが企業にもたらす機会とリスク

例：外部知の可視化／共同研究の加速／IP戦略の再設計

1. オープンサイエンスの潮流と研究情報の非対称性解消

19



◼OSINT＝公開情報をインテリジェンス化（主にセキュリティ・市場・
競争分析）

◼情報源：SNS・報道・公開レポート・政府文書・企業情報

◼R&DにおけるOSINT活用：競合動向、サプライチェーン、地政
学リスクの把握

◼OSINTの限界：科学的妥当性・再現性・構造化データの乏しさ

◼オープンサイエンスは「精密OSINT」といえるかもしれない

OSINT(Open Source Intelligence)の活用
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◼AIによる文献レビュー、仮説生成、実験計画、解析の自動化

◼生成AI × 科学的データベースの融合

◆WOS, SCOPUS

◼企業R&Dへの具体的インパクト

例：研究期間の短縮、探索可能領域の拡大、競合把握精度の向上

◼OSINT × オープンサイエンス × AI の統合で企業R&Dはどう変
わるか

◆OSINTで「外環境」を捉え、オープンサイエンスで「科学的基盤」を把
握し、AIで「未来」を（確率論的に）読む

◆研究テーマ創出／競争優位分析／リスク評価の高度化

2. AI for Science の台頭と研究工程の自動化
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(1) 従来の文献検索の価値

◆論文・レビューを体系的に把握

◆引用・共著ネットワークから研究フロンティアを特定

◆研究テーマ設定、実験計画、学術裏付けの取得

(2) オープンサイエンスによる構造化の進展

◆FAIR原則、PID（DOI、ORCID）により研究情報が“機械可読”へ

◆研究データ・コードの公開が一般化し、文献検索の射程が拡張

(3) 文献検索の役割が変わりつつある

◆ 「検索」から「知識の地形把握」へ

◆膨大な情報の中で“意味を読む”ことが重要に

3. 従来の文献検索が担ってきた役割と、その進化
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◼特許検索は技術動向の把握に最も適したもので必須ではあるが、

(1) 技術分類（IPC/Fターム）の遅延性

◆新技術は既存の分類体系に無理に押し込められる

◆萌芽技術や境界領域が見えにくい

(2) キーワード検索の不完全性

◆用途・作用機序・背景技術が文言上表現されない

◆重要情報が“記述されない”性質がある（戦略文書ゆえ）

(3) 戦略的出願のノイズ

◆防衛的・包囲網的出願が多く、実体との乖離が起きがち

→ 技術の成熟度や新規性を誤解するリスク

特許は不可欠だが、単独の検索では研究・技術の全体像をつかむ
のは困難。文献検索と相補的に扱う必要がある。

4. 特許検索：技術動向の把握と構造的課題

23



文献 × 特許 × 外部情報の意味解析へ

(1) AIが変えた調査のあり方

◆文献・特許の“意味や文脈”を理解し始めた

◆引用・関連性ネットワークの自動抽出

◆技術ギャップ（まだ誰もやっていない領域）が浮かび上がる

◆新規研究テーマ生成の補助

(2) 文献・特許検索との接続

◆ AIが文献・特許を「Landscape」として可視化、ネットワーク化

◆文献と特許の“断絶”が橋渡しされる

(3) 特許検索の限界を補完するAIの役割

◆キーワード → 意味検索（semantic search）へ

◆防衛出願のノイズをAIがフィルタ

◆分類遅延を超えた“新興技術の自動クラスタリング”

(4) OSINTの活用

◆規制・市場動向・政策シグナルの早期補正

◆文献・特許の“外側”を補足する広角レンズとして機能する

5. AIによる統合の可能性
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概要

1. はじめに

2. オープンサイエンスの潮流と本格的に変わり始めた科学と社
会

3. 文献検索からみた、オープンサイエンス、AI for Science

4. 留意点、展望
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プレプリント、研究データ共有の進展と生成AIの可能性

26

プレプリント＋AI査読
コード＋AI品質チェック
研究データ＋AIキュレー
ション



研究データプラットフォーム

27https://japan.zdnet.com/article/35207158/



◼ネットワーク分析の進展:
◆良い/あやしい論文、著者、研究機関、研究費の関係性が浮き彫りに

◆Mass Retraction問題

◆研究倫理問題を（結果的に）さらに浮き彫りにさせることに

出版を軸とした研究活動の分析の光と影（と倫理）

28
https://www.dimensions.ai/products/research-integrity/



多面性、多次元性を持つ解析ができる時代

計量書誌学から研究活動計量学へ(<特集>計量書誌学を超えて)

情報の科学と技術 2014
https://doi.org/10.18919/jkg.64.12_496

計量書誌学から
研究活動計量学へ

このネットワークから
自身のコンテンツが
見えるかどうかが鍵

出版（情報発信）の現実的な将来：AI,機械が理解できるアイテムを持
続性高くインターネットに出し続ける



知識“創造”活動の労働集約作業からの開放

◼ 研究の自動化（ARW)で実験の効率を1,000倍以上に
して「知識生産という労働集約的な作業」を改善することに
焦点が当てられがちだが、その先を見据える必要がある。

◼ 多くの実験を通じて人間が経験的に決定した初期作業仮
説を、大量のデータから生成し、その結果から新たな仮説を
生成することで、人手を介さずに実験を最適化する。

◼ あるいは、人間の知覚を超えた圧倒的な量の情報を検索
することで、より効率的に新たな洞察を得ることができる。

◼ これはすなわち、“セレンディピティ”という表現などで多少神
秘的にすら表現される人の創造性をDXすることにもなり、
いわば、“知識創造の労働集約作業”から研究者が解放さ
れることになる。

30

林、創造的活動の労働集約作業からも解放されつつある科学と社会，日本と世界
の課題2024【テーマ別】転換点を迎える日本と世界
https://www.nira.or.jp/paper/my-vision/2024/issues-theme24.html#sec097

セレンディピティ
素敵な偶然に出会ったり、
予想外のものを発見するこ
と。また、何かを探している
ときに、探しているものとは
別の価値があるものを偶
然見つけること。平たく言う
と、ふとした偶然をきっかけ
に、幸運をつかみ取ること
である。（Wikipedia）



遷移状態をどう切り抜けるか（楽しめるか）

いまここ

Print-based

Digital native

Paper, citation

Research data, 

network analysis

Artifacts?

Blockchain?

Base chart: https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Activation_energy.svg

これまでの研究
のエコシステム
は依然重要

新しいパラダイム
（次世代）にどう
繋ぐかも意識



二方面展開の必要性

1. これまでの個人、組織を取り巻く社会フレーム、ゲームをどちらかと
いうと固定させる立場（短中期的）

◼ 論文、特許情報の電子化、ネットワーク化、複合分析化

◼ 多量で多様なデータを短時間で処理する

◼ AIによる見えない領域の相対的可視化

✓ ゲームの最適化、判断までの時定数を短縮（大学ランキング対応）

2. 新しい組織のあり方の模索を含むゲームチェンジを積極的に取る
立場（中長期的）
◼ 研究データ流通のあり方（デファクト形成に主体的に関わる）

◼ AI,ロボット等を活用した新しい研究スタイルから生まれる研究者・組織のあ
り方（同上）

◼ 研究活動のログを初期段階から取る（より健全な研究評価、知財としては先
発明主義に戻る？）

✓ ゲームを作る、仕掛ける（アカデミアの矜持を保つ？）

32

文献検索は前者にあたる



新たなオープン化（知の開放）に基づく社会制度
と、方針と運用の再デザイン（新しい秩序）

• 科学・知財を取り巻く（人の行動原理を中心とした）本質は同じ
だが、情報基盤の変革に応じた再デザインと新しい秩序形成

Future Design

大量印刷と物流が
支えてきた科学と社会

Past Design

Web・インターネットが支える
科学と社会

これからの
社会制度に応じた
対応方針、運用

?

http://commons.wikimedia.org/wiki/F
ile:Activation_energy_ja.svg

新オープン・クローズ戦略

Open

Close

Secret

Open

Close

Secret

Chubin(1985) 
過去から引き続く
社会制度に応じた
対応方針、運用

EC, OECD
の狙い

ICTは進展したが、著作権や知財を含む法律、
社会制度の骨格は旧来のまま

Human Readable Machine Readable

情報爆発
による知の開放

触媒としての政策

33



以降参考資料
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被引用数
IFの効用と限界

学術情報流通のDXに向けた俯瞰の例

35

より現実的 よりDX志向

より論文に依拠

よりデータに依拠

ブランド
Nature

BigDeal
Elsevier

OAプラット
フォーム
J-STAGE

Registered
Report

Micro
Report

EJ
電子付録

データ
ジャーナル

WDS Blockchain
ベースのイン

フラ

研究（データ）
プラットフォーム
EOSC NII RDC

GitHub

研究助成団体プ
ラットフォーム

ORC

機関リポジトリ
（現状）

クラウド
共同執筆
Overleaf

出版後査読

Altmetricsによるよ
り広い成果物の多様
なインパクト計量

DX:デジタルトランスフォーメーション

（既存の出版社がカバーできる範囲）

（日本学術会議が取り組んできたところ）

CODATA

プレプリン
トサーバー

NBDC

啓発・実践
RDA他

ギャップ

オープンサイエンスパラダイム

データ引用
DataCite

Open Peer 
Review

既存のパラダイム

研究データに関する政策と実践

Altmetricsによる論文に対する様々な
インパクト計量

OCTOPUS

学術ジャーナルに関する政策

オープンサイエンス政策の狙い

データリポジトリ
Zenodo

Figshare他

日本地球惑星科学連合（JpGU）年次大会2019を和訳して編集

手堅いが伸びしろが少ない

理想的だが現
場が追いつい
ていない



例) 数学

産業界、知財との

関連が強い

産業界、知財との

関連が弱い

例) 医薬、材料科学

例) 高エネルギー科学

相対的にオープン化しやすい

相対的にオープン化しにくい

通常、知財で保護され

ているが、戦略的に

オープンにすることで

イノベーションのツール

になりうる領域

先行領域であり、研究の発展、社会への波及の

両面からさらに推し進められる

研究者コミュニティ

間でデータ共有す

るメリットが大きい

一見難しく見られるが、先進的な取

り組み（例・創薬のオープンプラット

フォーム、マテリアルゲノム等）が生

じつつある

オープンサイエンスのメリット

を最も享受しやすい

市民科学例） 防災・環境科学

生化学、疫学 例) 天文・地球科学
デジタル
人文社会学

「基盤」としての情報学

研究に関わる関係者が

均一

研究に関わる関係者が

多様

保護と産業育成の観点 開放と見える化の観点

科学インパクトを志向

社会インパクトも志向

オープンサイエンスに係る分野別相対マッピング例

http://doi.org/10.15108/stih.00145
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Reliable and practical Phase Transfer

◼ Phase Transfer

https://doi.org/10.1016/j.patter.2020.100191

Past and Current Phase

(in the early stage)

Future Phase 

for Open Science

From established and reliable Phase

To ambiguous but promising phase

Trials, intermediate 

transformation

Trials, intermediate 

transformation

Trials, intermediate 

transformation

Changes  with trust

• Additive Transformation 

Reframing, 

Clarifying

Steady dialogue among stakeholders 

for behavior changes
(with exploiting AI and other technologies on the other hand )
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